
より安全でより健康な製品
懸念成分や社会的関心の高い成分の情報発信、安全な製品の開発、科学的根拠に基づく評価手法の活用、行政・業界との連携を柱に、
生活者・顧客に安心と信頼を提供しています。

財務インパクト

● �安全性に関する正しい情報提供の
強化による、花王の売り上げの約
8割を占めるコンシューマープロダ
クト事業の売上低下の未然防止

● �正確な情報発信によるブランド価
値の向上および長期的な顧客ロイ
ヤルティの強化による収益基盤の
安定

● �安全性や成分に関する情報発信の
積極的な取り組みによる新規市場
や顧客層の開拓と収益機会の拡大

● �情報化社会や規制強化への迅速な
対応による罰則や追加対応費用
発生の回避

活動実績

「成分についての考え方」 
開示計画の策定 ①②

安全な成分の使用と 
安全な製品の開発 ③④

コミュニケーションと 
業界活動による化学物
質規制の先行対応 ⑤⑥

指標 目標 実績（2025年）

設定した懸念成分を対象に、 
花王の考え方を開示した比率 ①

100%
2030年

87%

花王の考え方を開示した成分数 
②

30件
2030年

26件

懸念成分に対する 
花王の考え方の 
リーチ人数 ⑤

「�成分に 
ついての 
考え方」

ー 49,606件

「�使用しない
成分」 ー 2,124件

環境・社会インパクト

● �生活者の健康被害や環境汚染の 
防止

● �成分や製品の安全性確保を目的と
した社会システム構築と精緻な運
用への貢献

● �情報化社会での正確な知識の普及
による生活者の情報リテラシー向
上および誤情報による混乱の防止
により生活者の問い合わせの減少

● �誰もが正確な情報にアクセスし、
安全で安心な製品を享受できる公
平な社会の構築への貢献

戦略

全
体

① 透明性ある情報開示

② �社会の漠然とした懸念が 
高い成分に関する 
情報発信

製
品

③ �安全な成分の利用および 
安全な製品の開発

④ �科学的な評価手法の 
活用

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン​

⑤ �コミュニケーションに 
よる理解促進

⑥ 業界団体、行政との連携

リスク
● �特定の成分や製品の安全

性に対 する正しい理 解 不
足や誤解を背景とした、生
活者・顧客・社会の懸 念
増 大、およびそれによる製
品売上の減少

● �安全性が懸念される成分
の使用による、企業・ブラ
ンドのレピュテーションや
信頼の低下、販売機会の
損失、および株価の下落

● �他社の製品安全性の情報
提供が先行することによる
自社ブランド価値の低下
と事業機会の損失

機会

● �成分や製品の安全性に関
する生活者・顧客の正し
い理解と安心感醸成によ
るブランド価値・ロイヤル
ティ向上と事業成長

● �成分使用に関する考え方
の発信を通じた、生活者・
顧客・社会からのレピュ
テーションや信頼の向上

● �安全性に関する積極的な情
報発信による新規顧客層の
開拓と販売機会の拡大

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。
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戦略
「より安全でより健康な製品」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、事業成長

と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �成分や製品の安全性に対する生活者・顧客・社会における漠然とした懸念の高まり
● �社会の情報化進展に伴う、生活者の情報アクセスの向上と誤情報拡散
● �予防原則に基づく過剰規制リスクと化学物質の便益享受とのバランスの課題

 戦略​
特定されたリスクと機会への対応として、花王は以下の戦略を策定しています。
科学的根拠や評価に基づき、成分・製品の安全性を確保するとともに、説明責任を果たすこ

とで、生活者・顧客・社会からの信頼を獲得します。これらの戦略は、中期経営計画「K27」の
基本方針「持続可能な社会に欠かせない企業になる」、加えて排他的独自性の製品展開と強く結
びつく、花王の競争力を支える重要な柱です。日用品事業と化学品事業の相乗効果により、安
全性の高い成分使用および製品開発を効率的かつ効果的に推進しています。

① 透明性ある情報開示
科学的根拠に基づいた安全性情報や花王の考え方をわかりやすく発信する。透明性ある情報

開示によって企業の説明責任を果たし、生活者や顧客の不安を解消するとともに、生活者・顧
客・社会からの信頼を確保する。

② 社会の漠然とした懸念が高い成分に関する情報発信
対象となる成分について、その安全性に関する情報や花王の考え方、さらには懸念成分の使

用削減・不使用に関する情報を積極的に発信し、製品を安心してお選びいただける環境を構築
するとともに、ステークホルダーの理解を深める。

③ 安全な成分の利用および安全な製品の開発
商品開発段階において、処方設計や原材料選定（より安全な成分への代替を含む）などに関し

て、ヒトおよび環境安全性、防腐・防黴性、法規適合性などについて各部門で検討を行い、さらに
は生分解性がよく環境残留性の低い素材の開発などについても必要な研究開発リソースおよび予
算を計画的に投下することで、長期的な規制対応力の強化、ブランド価値維持、訴訟リスク低減に
つなげる。加えて製品を展開する国・地域の化学物質関連法規制を遵守する（例えば日本では化
学物質審査規制法における第一種特定化学物質は、製品および原材料への意図的使用率０％を

リスク​
● �特定の成分や製品の安全性に対する正しい理解不足や誤解を背景とした、生活者・顧

客・社会の懸念増大、およびそれによる製品売上の減少
● �安全性が懸念される成分の使用による、企業・ブランドのレピュテーションや信頼の

低下、販売機会の損失、および株価の下落
● �他社の製品安全性の情報提供が先行することによる自社ブランド価値の低下と事業機

会の損失

機会
● �成分や製品の安全性に関する生活者・顧客の正しい理解と安心感醸成によるブランド

価値・ロイヤルティ向上と事業成長

● �成分使用に関する考え方の発信を通じた、生活者・顧客・社会からのレピュテーショ
ンや信頼の向上

● �安全性に関する積極的な情報発信による新規顧客層の開拓と販売機会の拡大

関連する取り組み: �P104  「成分についての考え方」開示計画の策定

関連する取り組み: �P104  「成分についての考え方」開示計画の策定
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維持）とともに、サプライチェーン全体で適切な化学物質管理を推進する。また、生活者の使用実
態を想定した総合的な評価・確認に加え、各種使用環境下でのテストや生活者モニター評価を通
じて製品の信頼性を確保し、安全で高品質な製品を市場へ提供する。

④ 科学的な評価手法の活用
最新の科学的評価手法や評価情報を活用して、成分や製品の安全性を確保し、社会やステー

クホルダーからの信頼の維持・強化を図る。

⑤ コミュニケーションによる理解促進
成分や製品の安全性に関する情報を生活者や顧客と共有し、理解促進を図ることで、製品を

安心してお使いいただける環境を構築するとともに、生活者・顧客・社会からの信頼の維持・
向上につなげる。

⑥ 業界団体、行政との連携
各国・地域の業界団体や行政との連携およびコミュニケーションを深めることで、成分・製

品の安全性が確保された社会の構築に貢献する。

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状

況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

戦略のレジリエンス
成分や製品の安全性に関する透明性の高い情報提供体制や、科学的根拠に基づく評価手法

の採用により、生活者や顧客の懸念に迅速に対応可能なレジリエンスを構築しています。また、
他社との差別化を図る啓発活動や継続的なブランド価値向上施策を展開し、売上減少や信頼低
下リスクを最小化しつつ、事業機会を最大化する柔軟性を備えています。

● �情報化社会や規制強化への迅速な対応による罰則や追加対応費用発生の回避

環境・社会インパクト
● �生活者の健康被害や環境汚染の防止
● �成分や製品の安全性確保を目的とした社会のシステム構築と精緻な運用への貢献
● �情報化社会での正確な知識の普及による生活者の情報リテラシー向上および誤情報に

よる混乱の防止により生活者の問い合わせの減少（紫外線吸収剤：約４割の安全性関
連問い合わせが「成分についての考え方」の開示により減少）

● �誰もが正確な情報にアクセスし、安全で安心な製品を享受できる公平な社会の構築へ
の貢献

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

① 設定した懸念成分を対象に、 
花王の考え方を開示した比率

30%
（56%）※

60%
（100％）※ 67% 77% 87% 100% 2030

② 花王の考え方を開示した 
成分数 10件 18件 20件 23件 26件 30件 2030

財務インパクト
● �安全性に関する正しい情報提供の強化による、花王の売り上げの約8割を占めるコン

シューマープロダクト事業の売上低下の未然防止
● �正確な情報発信によるブランド価値の向上および長期的な顧客ロイヤルティの強化に

よる収益基盤の安定
● �安全性や成分に関する情報発信の積極的な取り組みによる新規市場や顧客層の開拓と

収益機会の拡大 ※（ ）内は旧定義による値
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関連する取り組み: �P105  安全な成分の使用と安全な製品の開発

関連する取り組み: �P105  コミュニケーションと業界活動による化学物質規制の先行対応

関連する取り組み: �P105  コミュニケーションと業界活動による化学物質規制の先行対応

関連する取り組み: �P105  安全な成分の使用と安全な製品の開発



ガバナンス
取締役会の監督のもと、品質保証部門を主管部門として本テーマにおけるガバナンス体制を

構築しています。責任者である上席執行役員 品質保証部門統括をオーナーとした、製品原料方
針策定会議を年6回開催し、原料や成分に関する重要事項について審議を行っています。特に
情報開示に関する審議は2025年に2回行われ、公開すべき情報の精査や方針の確定を進めて
います。

使用しない成分として今回新たに開示した3成分（ベンゼン、ビスフェノールA、重金属）は、
いずれも製品への意図的な添加をすでに行っていない成分です。当社では既存製品における使
用成分についても継続的な見直しを進めており、より安全性の高い代替成分への切り替えを推
進しています。

現在は花王ケミカルスチュワードシップ方針に基づきPFASやホルムアルデヒドなどの成分に
ついて、使用実態の把握および代替の実現可能性評価を進めるとともに、開示に向けた検討を
進めています。

 指標と実績

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

⑤ 懸念成分に対する花王の 
考え方のリーチ人数

「成分についての考え方」 ー ー 36,268件 49,606件

「使用しない成分」 ー ー 1,099件 2,124件

製品原料方針策定推進体制
取締役会

社長執行役員

経営会議 内部統制委員会

委員長	 社長執行役員
・情報開示委員会
・コンプライアンス委員会
・情報セキュリティ委員会
・リスク・危機管理委員会
・�レスポンシブル・ケア推進

委員会
・品質保証委員会

製品原料方針策定会議

事務局	 ・�研究開発部門　・品質保証部門

ESGコミッティ

化学物質管理ステアリングコミッティ

オーナー	 品質保証担当役員
メンバー	 ・ビジネスコネクティッド部門 
	 ・化粧品事業部門 
	 ・ヘルスビューティーケア事業部門 
	 ・ハイジーンリビングケア事業部門 
	 ・ケミカル事業部門 
	 ・研究開発部門　・品質保証部門
	 ・ESG部門　・経営企画部門
	 ・購買部門　・デジタル戦略部門
	 ・PR戦略部門

リスク・機会管理

 方針
花王では「より安全で健康な製品」の提供にあたり、日々の業務や意思決定のガイドラインと

して次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。
・�花王ケミカルスチュワードシップ方針 

同方針のもと化学物質の適切な使用ならびにより 
安全な成分への代替などを進めています。 
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/
saicm/stewardship-policy/

・�花王グループ品質基本方針 
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/
safety-quality-policy/

・�家庭品の安全基準 
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/
houseware-quality/

・�化粧品の安全基準 
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/
cosmetics-quality/

花王ケミカルスチュワードシップ方針に基づき2025年に新たに使用しない成分として公開を
予定していた3成分について、予定どおり公開を完了しました。これらの成分は製品への意図的
な添加を行っていないものでしたが、グローバルな視点から、ステークホルダーの懸念が高い
成分だと考え、計画を実行しました。

重要案件
付議

重要案件
付議

主催・決裁

重要案件付議
・報告

・�食品の安全基準 
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/
food-quality/

・�香りに関する方針 
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/
fragrance-policy/

・�花王の化学物質リスク評価基本方針 
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/
saicm/saicm-risk-assessment/

・�花王サステナブル商品開発方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/
product-development-policy/
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製品の安全性に関する透明性の向上を目的として、2025年度「成分について
の考え方（使用しない成分）」の開示計画を策定しました。本計画では、花王コン
シューマー製品（業務品、化学品を除く）において、ベンゼン、ビスフェノール A、
重金属を使用しない成分として開示することを目指して、欧米を中心としたグロー
バル各国の法規制、他社の開示状況、社内での使用状況を調査し、科学的根拠に
基づいた開示を行いました。一方で、2026年度以降に公開予定の使用しない成分

（PFASやホルムアルデヒドなど）の開示にあたっては、開示内容や表現方法を慎
重に検討する必要があります。適切な情報発信を行わなければ、生活者の誤解を
招き、企業としての信頼を損なうリスクにつながるためです。これらの成分につい
ては、関連部門と密接に連携しながら、適切な公開方法を検討すべく、対応を進
めています。

なお、本取り組みの社会的インパクトは生活者の情報リテラシー向上および誤
情報による混乱の防止と考えており、そのインパクト評価を生活者からのお問い合
わせ件数解析より試みました。その結果、2020年に成分についての考え方を公開
した紫外線吸収剤に対する生活者からのお問い合わせの中で、安全性懸念に関連
するお問い合わせ件数が、それ以前と比較して約4割減少しておりました。

花王は今後も、透明性のある情報開示と社会の漠然とした懸念が高い成分に関
する積極的な情報発信を通じて、社会の信頼に応えるとともに、より安全でより健
康な製品づくりを推進していきます。

「成分についての考え方」開示計画の策定
地域：グローバル

対応する戦略：①②

・花王製品に含まれる成分についての考え方 
   https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/ingredients-contained/

・使用しない成分について 
   https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/ingredients-contained/we-do-not-use/

 取り組み
花王では、「より安全でより健康な製品」において、さまざまな取り組みを行っています。これ

らの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進さ
れています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み例

全体
① 透明性ある情報開示

「成分についての考え方」開示計画の策定② �社会の漠然とした懸念が高い成分に 
関する情報発信

製品
③ �安全な成分の利用および安全な製品の開発

安全な成分の使用と安全な製品の開発
④ 科学的な評価手法の活用

コミュニ
ケーション

⑤ コミュニケーションによる理解促進 コミュニケーションと業界活動による 
化学物質規制の先行対応⑥ 業界団体、行政との連携

 管理プロセス
「より安全でより健康な製品」におけるリスク・機会に対する取り組み状況については、下記のと

おり計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

P（計画策定）
製品原料方針策定会議において、次年度目標および次年度活動の計画を策定。承認者は品質

保証部門統括。

D（活動実施）
各取り組み（P104～105）に加え、製品原料方針策定会議の傘下に設置したワーキンググ

ループにおいて、毎月または隔月で活動を実施。安全性リスク、法規リスク、社会的リスクの各
視点から取り組みを推進。

C（活動結果評価）
製品原料方針策定会議にて、活動結果の評価を実施。評価方法および評価結果の概要をまとめ、

責任者である品質保証部門統括に報告。毎月開催している化学物質管理ステアリングコミッティで
も報告の共有並びに議論が行われ、その議論内容を翌年度のESGコミッティにおいて報告を実施。

A（是正）
製品原料方針策定会議において、是正および目標・活動内容の見直しを実施。承認者は品質

保証部門統括。
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近年、化学物質に関する規制は世界的に強化される傾向にあります。特にEUは厳格
な規制を次々と導入しており、化学製品を扱う企業にとって大きなビジネスインパクトを
もたらしていることから、花王では、行政とのコミュニケーションや業界活動を通じて化
学物質規制の動向に対して戦略的に対応しています。その一例として、2025 年は日本
政府による塩化ベンザルコニウムの安全性分類（化学品の分類および表示に関する世
界調和システム（GHS）分類）の精緻化に貢献しました。具体的には皮膚感作性に関す
る分類が行われる過程で、安全性情報が不十分であったため保守的な区分が採用され、
配合製品についても不確かな安全性懸念を想起しかねない状況でしたが、花王から正
確な追加情報を提示することで、適切な評価結果（区分に該当なし）を実現できました。

本取り組みと同様、REACH規制（EU）やTSCA規制（US）へのグローバル対応として
も、当局に我々の使用している化学物質に関する精緻な安全性データを提出し、化学物
質管理行政の的確な運用に広く貢献してきています。

さらに、私たちは業界団体を通じたパートナー企業との連携や各国行政機関との積極
的な対話を実施しているほか、より包括的なグローバル情報の収集と発信力の強化を目
指し、「WBCSD（持続可能な開発のための世界経済人会議）」に2024年に参画、昨年は
新たなサステナビリティ評価手法構築を目指した活動を行ってきました。引き続き世界
各地の規制動向をいち早くキャッチし、必要な防衛対策の早期展開や代替成分の開発検
討を速やかに開始することで、新規制導入に伴う事業運営への影響を最小限に抑制し、
財務リスクの低減につなげていきます。

花王は今後も、グローバルなパートナーシップを活用しながら、化学物質規制への先
進的な対応を継続し、持続可能な事業活動を推進していきます。

コミュニケーションと業界活動による 
化学物質規制の先行対応

地域：グローバル

対応する戦略：⑤⑥

安全な成分の使用と安全な製品の開発を実現するため、全製品カテゴリーを対象に、
成分や製品の安全性を科学的に評価する仕組みを構築しています。特に、新規性の高
い製品や原料については、その特性上、より詳細な安全性確認が求められるため、複数
の部門間で確認する仕組みを整備しています。さらに、市販後にお客さまが製品を安全
に使用できているかを継続的に確認し、必要に応じて迅速に対応する体制も構築してい
ます。

直近の開発事例としては、アグリビジネスの高濡れ技術を参考にすることで、環境中
に長く残存し健康被害の可能性も指摘されているPFASを含まない効果的な泡消火剤
を開発し、グローバルでの課題解決の実現を目指します。さらに化学忌避剤を含まない

「Bioré GUARD Mos Block Serum」を開発、デング熱に悩まされる生活者の肌を効
果的に蚊の吸血から守ることに貢献しています。

花王は、厳格な安全性評価を徹底し、真の安全性の追求を徹底するとともに、生活者
や社会に向けて科学的根拠に基づく情報発信を行い、お客さまや社会からの理解と信
頼の向上に努めていきます。

・�PFASフリー泡消火剤（英語サイト） 
https://chemical.kao.com/global/business/key-technology/fluorine-free_AFFF_technology/

・�蚊が媒介する感染症・デング熱の被害から未来のいのちを守る取り組み　GUARD OUR FUTURE 
https://www.kao.com/jp/newsroom/stories/dengue/

安全な成分の使用と安全な製品の開発
地域：グローバル

対応する戦略：③④

塩化ベンザルコニウムのGHS分類結果表示
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/m-nite-8001-54-5.html
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サステナブル商品開発を加速する
ポートフォリオ視点の評価

花王は、製品に使用する原料をより安全で環境に配慮したものへと進化さ
せるため、製品原料方針策定会議という全社横断の体制のもとで花王の方針
を定めています。その実践に活用しているのが、WBCSD（持続可能な開発の
ための世界経済人会議）のもとで開発されたPSA (Portfolio Sustainability 
Assessment) V2.0という評価の仕組みです。これは、化学物質の安全性や法
規制への適合だけでなく、製品としての有用性や将来の代替可能性、社会から
の期待といった観点まで、幅広く見渡してサステナビリティ価値を評価できる
点が特長です。原料を個別ではなく、それを含む製品全体としてとらえること
で、優先的に代替すべき原料を明確化し、より効果的な製品ポートフォリオの
改善につなげることができます。また、国際的に整合した基準を用いることで、
社外への説明責任も果たしやすくなります。エビデンスに基づく方針策定を通
じて、責任ある事業者としてリスクを低減しながら、新たな価値を生み出す取り
組みを着実に進めています。

藤井 健吉
研究開発部門　
研究戦略推進センター

社員の声
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